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A 現状維持 平成21年度、2名の小学校英語活動指導助手を配置することができました。平成２３年からの本格実施に向けて、英語指導助手と担任
の連携を深め、より良き英語活動の実践を進めていきます。

目標値

目標 目標

18

30

30

5

4

目標

実績 4

35 35

03

01

03

102

コード 名            称

01

10

一般会計

教育費

細目

細々目

款

コード

英語指導助手（ALT）活用事業

個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める
目

国際化や情報化等の時代に合った教育の推進
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改善についての取り組み
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評価項目についてのコメント
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必要性

有効性
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達成度
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事業費計(A)
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中学校においては、キャリア教育の一端としても週に２回程度のＡＬＴによる学習支援を保障しなければなりません。ま
た、新学習指導要領では、小学校で週1回の英語の学習が導入され、５・６年生は２週に１回程度のＡＬＴによる英語活動
の機会を保障しています。そのために、1人増員する必要があります。

ALT（外国語指導助手）1人が、２～４校の中学校を担当して英語指導の支援を行っています。小学校へは、年間を通じて
１校あたり２週間に一度程度訪問して、英語活動の支援を行っています。小学校英語が導入されるにあたり、定期的に訪
問する体制を整備し、生きた英語を学ぶことができています。

市内１1中学校においては、４人のALTが担当を決めて巡回することで、それぞれの中学生が「生きた英語に触れる」こと
ができています。小学校のALTは、１名増員で２名になりました。このことにより、各学校でより効率性のあるＡＬＴの活用を
考え、平成２３年からの本格実施に向けた準備を進めています。

１人の小学校担当ALTで市内の小学校25校を巡回していたのを、新学習指導要領の移行措置で、小学校における英語
の学習を推進するため、１名増員で２名になりました。小学校５・６年生が身近な英語を理解することや言葉や文化に興味
や関心を深めるために費用対効果は大きいと考えらます。
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事業の成果を測る指標

中学校１クラスの英語授業に入る
ALTの時間数
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ALTの時間数
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子どもたちがネイティブな英語に触れることにより、英語に関心を
持つことができ、諸外国の文化に興味を持つようになり、小中学
校における英語教育及び国際理解教育を充実させることになりま
す。そして、自分の進路につなげて考えるようになります。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

4

１．中学校のALT（英語指導助手）として、アメリカから１人、カ
ナダから1人、イギリスから１人、オーストラリアから1人を招へ
い。計4人のALTが、１１中学校において英語科をはじめ各校
の教育活動に参画しました。
２．小学校へALTとしてアメリカから２名を招へい。２５小学校に
おける英語活動を支援しました。
 
 
 
 

中学校の英語科授業において、ALTを活用することで、本
場の英語に触れることはもちろん、ALTの母国である世界
各国について広く学習することができています。小学校に
おいては、英語活動として、総合的な学習の時間等に
ALTによる指導を行い、身近な英語を理解することや言葉
や文化に興味や関心を深めることができています。
小学校では5・6年生で英語学習が新学習指導要領の移
行措置期間に入りました。それにともない、英語学習を支
援していく環境整備の必要性が増してきています。
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担当部課
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終了年度 平成

評価者
氏　名

古城正美 連絡先
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(内線)

実績

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

英語科の授業において、チームティーチングの形
をとる。その時間数を指標としている。

英語の学習において、チームティーチング
の形をとる。その時間数を指標としている。

時間

時間

目標

実績

目標

実績
18

35
実績 10
目標 4

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


